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清清水水ババイイパパススにによよりり  

ダダムム下下流流河河川川のの濁濁水水長長期期化化改改善善をを図図るる  

～～浦浦山山ダダムム水水環環境境改改善善事事業業のの概概要要～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河-４ 浦山ダム水環境改善事業 

■経 緯 

平成 10 年度    浦山ダム完成 

平成 11、13 年度   出水による濁水長期化発生 

平成 15 年度    プロジェクト着手 

平成 18 年度    プロジェクト完了 

→平成 23 年度 事後評価完了

 

 浦山ダムは、平成１０年度に完成した、洪水調節、流水の正常な機能の維持、水道用水の補

給及び発電を目的につくられた重力式コンクリートダムである。 

 ダム完成後、出水により貯水池の濁水状況が長期化する事象が発生し、下流河川にも影響が

及んだため、地元自治体や利水者、漁協などから改善の要望書が提出され、社会問題となった。

 そのため、本プロジェクトでは、貯水池上流部に設けた取水設備から濁度の低い流入水を取

水し、バイパス管を通して貯水池を介さずに下流へ放流する「清水バイパス」を整備し、濁水

長期化の改善を図った。 

プロジェクト着手前写真 

（空撮等の全体像が解るもの） 
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■位置図 

出典：水資源機構プロジェクト着手前 

■濁水による影響 
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荒川上流河川事務所管内 【平成23年度 事後評価完了】

■諸 元 

 本プロジェクトにより、出水後または循環期

における下流河川の濁水長期化は大幅に改善さ

れた。 

また、バイパス運用による副次的効果として、

カビ臭や赤潮発生の改善がみられた。 

なお、プロジェクトの実施においては、環境

に配慮したことによるコスト増加があったもの

の、バイパスルートの変更や送水方法の変更に

よりコストが削減されたことから、最終的には

維持管理費を含めて0.7億円のコスト縮減が図

られた。 

 

プロジェクト着手後写真 

（空撮等の全体像が解るもの） 

事業内容：流量調節バルブ  １式 

バイパス管(φ1m) 約６km 

取水工      １ヶ所 

事業期間：平成 15～18 年度 

事 業 費：約 29 億円 

選択取水設備取付部 

バイパス管浮遊管部 

取水設備 

出典：水資源機構

鋼管、FRPM管、
ポリエチレン管

プロジェクト着手後 

■プロジェクトで整備した設備 
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写真 1 濁水の状況（プロジェクト実施前） 

１．プロジェクトの内容と目的 

河-４ 浦山ダム水環境改善事業 

浦山ダムは、平成 10 年度の完成後、平成 11 年及び 13 年に出水による貯水池の濁水長期化が発

生し、下流河川にも影響が及んだ。 

濁水の長期化によって、ダム下流の浦山川では、河川景観の阻害や沿川住民の上水への影響が生

じていた。これはダム貯水池に流れ込む濁質の粒径の特性などから、沈降速度が非常に遅いことが原

因で、その対策として貯水池上流部に設けた取水設備から濁度の低い流入水を取水し、バイパス管を

通して貯水池を介さずに下流へ放流する「清水バイパス」を整備し、濁水長期化の改善を図った。 

■諸元・概要図 

事業内容：流量調節バルブ１式、バイパス管約６ｋｍ、取水工１カ所
事業期間：平成 15～18 年度 
事 業 費：約 29 億円 
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【浦山ダム下流の濁水状況】

濁水放流が128日間続いた

平成11年8月出水
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荒川、浦山川合流部 浦山キャンプ場付近 
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※グラフ縦軸の濁度 10（貯水池の SS 環境基準値 5mg/l 相当）以上を濁水放流と定義する。 

浦山川

選択取水設備取付部（流量調節設備） 取水設備

浮遊管部

鋼管水路部 巻きコンクリート部

　　鋼管水路部
　　巻きコンクリート部
　　浮遊管部 取水口

取付部

選択取
水設備

浦山ダム

バイパス管浮遊管部

バイパス管巻きコンクリート部

　　鋼管水路部(約2.7km)
　　巻きコンクリート部(約2.6km)
　　浮遊管部(約0.4km)

バイパス管鋼管水路部

図 1 浦山ダムの濁水状況（プロジェクト実施前） 
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荒川上流河川事務所管内 【平成23年度 事後評価完了】

本プロジェクトは、平成１5 年度に着工し、延長約 6km、管内径 1m、最大通水量 0.7m3/S の清水

バイパスを整備し、平成 18 年度に工事が完了した。 

バイパスの材料や工法は、環境への配慮、コストの縮減といった観点から、浮遊管部（約

0.4km）、巻きコンクリート部（約 2.6km）、鋼管水路部（約 2.7km）の 3 種類で構成される。 

また、バイパスの放流口は既存の選択取水設備に接続されており、冬場など、清水の流入量が

少ない時期には貯水池の表層水を混合し、放流を行っている。 

２．プロジェクトの効果 

事業実施前は、大規模出水時（ピーク流量約300m3/s）における下流河川での濁水が、約4ヶ月間と

長期化していたのに対し、事業実施後は、30日程度と大幅に改善されており、効果が発揮されている。 

また、小規模出水においても下流河川での濁水が、約１ヶ月に対して10日間になるなど効果が発揮さ

れている。 

ａ）濁水の改善 

１）種々の定量的効果 

清水バイパスの運用 

濁度日数の改善 

清水バイパス清水バイパス

平常時出水後又は循環期

◆平常時でも流入水温＝放流水温にするため清水バイパスを使用します。
◆出水後又は、循環期は濁度が貯水池全層にわたるため上流の濁度の低い

流入水を取水し、放流します。

【横断図】 【横断図】

【平面図】 【平面図】

清水バイパス清水バイパス清水バイパス

図 2-1 濁水の改善 
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河-４ 浦山ダム水環境改善事業 

図 3 流入水温と放流水温の水温差改善 

ｂ）流入水温と放流水温の水温差を改善 
プロジェクト実施前は、出水直後の放流濁度を早期に低減する目的で、選択取水設備より低濁度層

からの放流を実施していた。 

そのため、取水深の変更に伴う放流水温の急激な変化や、冬季では水面付近から取水することによ

る流入水温と放流水温の水温差が発生していた。 

プロジェクト実施後は、清水バイパスの利用により、流入水温と放流水温の水温差が改善されている。

貯水池の濁度 

貯水池の水温 

流入・下流河川水温 

貯水池の濁度（H19.9）：清水バイパス運用後
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濁水長期化軽減の目安値

清水バイパスの運用により、貯水池内の濁水を放流せず、

下流河川の濁りを軽減している。

貯水池の濁度：水面より2m下の濁度

※放流口の濁度が概ね10度以下の

期間を表示

清水バイパスによる放流水の濁度（緑線） 

清水バイパス無かった場合の 

放流水の濁度（推定） 

図 2-2 濁水の改善 
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荒川上流河川事務所管内 【平成23年度 事後評価完了】

ｅ）プロジェクトへの投資効果 

 本プロジェクトの建設費や維持管理等の費用（Ｃ（Cost））に対する投資効果については、沿川

住民の支払い意思額（ＷＴＰ※）に基づいて便益（Ｂ（Benefit））を算定し、この費用便益比（Ｂ／

Ｃ）の関係を投資効果として分析した。 

この結果、本プロジェクトのＢ／Ｃは2.5となり、投資コストに対して2.5倍の便益を地域にもたらし

ていることになる。            ※WTP（Willingness to Pay） 

 

  

ｄ）赤潮による景観阻害の改善 
近年、鞭毛藻類を主因とする淡水赤潮が発生し、河川景観が損なわれていたが、清水バイパス

と選択取水設備をあわせて運用することにより、貯水池で非常に多かった鞭毛藻類の細胞数が、放

流口では10(cells/mL)以下となり、淡水赤潮の下流河川への放流が改善された。  

ｃ）夏期カビ臭の改善 
近年、夏期にアオコが発生し、カビ臭が確認されていたが、清水バイパスと選択取水設備をあわ

せて運用することにより、貯水池で比較的高い濃度を示し、アオコ増殖により生成されるカビ臭の原

因であるジェオスミン濃度が、放流口では概ね10ng/L以下となり、カビ臭の改善が図られた。 

 

図 4 カビ臭（ジェオスミン濃度）の改善 

図 5 赤潮の改善 

淡水赤潮（湖面全面） 

淡水赤潮 
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３．プロジェクト実施にあたっての特記事項 

１）コスト縮減の取り組み 

本プロジェクトの事業費は、貯水池の湖岸沿いに設置するバイパス管を環境に配慮した配管方法

を変更することによって、1,179百万円の増額となった。 

一方で、バイパス管の配管ルートを一部変更して設置距離を短縮したことや、取水口から放流設

備までバイパス管路を通して導水する際の送水方式を「ポンプ圧送方式」から「自然流下方式」に

変更したことにより、合わせて1,252百万円のコスト縮減が図られた。 

図 6 主要なコスト縮減施策 

河-４ 浦山ダム水環境改善事業 

９８．２億円 

３８．５億円 

※残存価値は評価期間後にも残るプロジェクトの資産価値であり、地域に残る便益として計

上している。 
※建設～耐用期間の総費用、総便益については、物価の変動や利率などによる社会的な貨幣

価値の年変動を考慮（現在価値化）して算定している。 

WTP から算定した評価期間（整備期間+50 年間）の便益＋残存価値

建設費＋評価期間（整備期間+50 年間）の維持管理費 

①建設コストの増額・・・＋１,１７９百万円 

環境に配慮した配管設置方法への変更 

道 路 道 路

自然流下方式への変更に伴う
配管ルートの変更

掘削量・法面の増大

杭基礎等への変更

△ ○

貯水池 貯水池

法面掘削し配管を設置

道 路 道 路

自然流下方式への変更に伴う
配管ルートの変更

掘削量・法面の増大

杭基礎等への変更

△ ○

貯水池 貯水池

道 路 道 路

自然流下方式への変更に伴う
配管ルートの変更

掘削量・法面の増大

杭基礎等への変更

△ ○

貯水池 貯水池

法面掘削し配管を設置

②建設コストの縮減・・・－１２７百万円 

大久保谷の渡河区間のルート変更  

「水管橋」→「浮遊管」にすることで、距離を短くし配管等の材料費用を削減 

③維持管理コストの縮減・・・－１，１２５百万円 

送水方式の変更により、ポンプ設備の電気料金等が不要となり維持管理費が縮減 

「自然流下方式」による維持管理費

電力料金 約 0百万/年
点検整備費 約 0.3百万/年
土砂撤去等維持費 約 3.2百万/年

計 約 3.5百万/年

「ポンプ圧送方式」よる維持管理費

電力料金 約22.1百万/年
点検整備費 約 3.9百万/年

計 約26.0百万/年

維持管理費の縮減額

約22.5百万/年

22.5百万×50年間＝1,125百万

①＋②＋③＝－０．７億円

■プロジェクトの投資効果の分析 

  

 費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ 

 

         

             ＝                ＝ ２.５ 
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４．プロジェクトによって得られたレッスン 

１）大規模出水にも十分な効果を発揮 

清水バイパスの設置・運用により、出水後または循環期において、下流河川の濁水長期化が大

幅に改善され、十分な効果を発揮することが明らかとなった。 

なお、濁水の発生源については、今後、関係機関と協力して、ダム上流域の状況調査を行う必

要がある。 

 

２）下流河川の利水者等から一定の評価 

清水バイパスの運用後は、下流河川の濁水長期化が改善されていることや、貯水池の濁水状

況を継続的に監視し、利水関係者などへ定期的に情報公開していることから、利水者等から一定

の評価を得ている。 

 

３）十分な事前調査や予測検討により、運用開始後に起こりうる支障を防止 

ダムの濁水長期化を課題として抱えている事例は、全国的に多数みられる。 

これらの対策プロジェクトを行う際は、事前に濁水に対する事前調査や予測検討を十分に行うこ

とが重要であり、これにより、運用開始後に起こりうる支障を、未然に防ぐことが可能となるケースも

ある。 

５．考察 

 本プロジェクトはダム建設当初は予想されていなかった濁水長期化が発生し、地元から

も濁水に対する対策要望も踏まえ、早期に事業化され、ダム下流への濁水長期化が解消さ

れた。 

 今後は、４．１）で記述しているように濁水の発生源について状況を調査し､濁水の発生

原因を特定することにより濁水の抑制に努め、国民の安心・安全とともに親しみのあるダ

ムを目指していきたいと考える。 

【参考資料について】 

本プロジェクトの参考資料については、下記の関東地方整備局のウェブページでご参照

いただけます。 
 

参照 URL：http://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000083.html 


